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図解すると筆者の思考の中へ入っていく
ような感覚になれる　同時に自分の思考も
深まっていく感覚になれるのが気持ちが
いい　今まで“批判”が苦手だったが、今回
は、矛盾点が見えた　今後ともとても役に

立ちそうだ

図解を完成させた　今回書いたのが前回
よりずっとよくなったと思う　

作者の根拠の中で強引なところもあると
思う

｢自分が筆者の文章を読んで図を書いて
何回も練習したらそのような文章も
書ける｣という先生のお話があった
このことは、やはり賛成する

図解を活用して文章を作成するもの
1つのよいレポートの書き方の方法だ
と思った　文章のロジックは、もっと
強くなり、他人に認められるのでは

ないだろうか　すばらしい図解に基づいて
論理的にレポートを書ける

｢国語力の低下｣というのは、日本だけで
なく、自分の国も同じ問題を

抱いているのではないかと思った　人を
納得させる文章を書くには、やはり文章
のキーワードの関係づけが重要な役割

を果たしているとまた感じた

様々な意見にどれも納得してしまった
私は記事の内容が大きいだけに、自分の
意見がまとめられなかったので来週の
議論までにまとめておきたいと思う

今回のような質疑応答は非常に役に立つ

前もって資料を渡してもらえると予習が
できるのでうれしい　とにかく図解を書いて
みること　書いていくうちに関係が見えて
くると体感した　あとは最初の図に

縛られることなく、自由に何度も繰り返し
書くこと　図っておもしろいと、やっと

思えてきて楽しい

なかなか左右対称の図にならない　
それだけ　自分の思考がうまくまとまって
いないことが回数を重ねるごと実感する

短時間で図解することができた
何回も練習することが上手に図解
できることにつながるのだと思う

だんだん図解がおもしろくなってきた
図を考えるうち文章の内容もわかる
ようになった　これからの授業などの

メモなどに使いたい

読者に説得させるロジックが整理されて
いないことに気付いた　特に後半部
主張の内容には共感できる部分が
多いのでもっと論理的に文章を

展開してほしかった

下手に理解できずに時間をかけて文を
読むよりは最初から図に起こすこと
の方が効率が良いかもしれない

今日書いた文は話の流れが繋がって
いるように見えて繋がっていないように
思えた　これは自分がまだ文の内容や
構成を理解できていないのか、文そのもの

が下手なのか？
キーワードを並べてみることで頭の中で
整理しやすくなり図解しやすくなった
自分で考えながら図解することで、理解
しやすくなり、自分の考えもはっきりして

くると思った
図を書こうとしているのだが、ついつい
文章のように文が長くなってしまう
また問題の大きさを形や大きさで
表すことが思うようにできない

以前よりも図を書くことが上手になった
様々な矛盾に気付くことができた

今回の記事で｢説明書｣をあげていたが
大きな意味が無いような気がして

変に思った

もっともなことを言っているとはじめ思っても
図解をすることで批判ができるようになる

のには驚いた

受動的に聞くのではなく、能動的に
聞くという言葉を、すごいと思った

作者に対する疑問や矛盾が生まれたら
図にすることにとても迷うけど

そういう時にはどうしたらいいのか？

何が言いたいのかわかっても美しい
図解にはならなかった

自分の意見を深めるためにも図解にし
深く理解することが大切だと思った

ただ読むだけよりも線をひきながら
読んだ方が大切な部分がよくわかった！
線をひくだけで自分の中でこんなに

整理できるなんて驚いた
今回の文章で矛盾は発見できたが
それをどのように図に反映するのかが

とても難しかった

人の考えを図に表すのは難しい

文章を能動的に読むとよく理解できる
上に、矛盾点まで見えてきて

おもしろいと思った
読めば読むほど図解にすれば

するほど疑問点がでてきてこの文章
で取り上げられている問題の

奥深さを感じた

図にすることによって問題点が明確
になったと思う　図示した絵のバランス
を見ることによって欠けている視点に
気付くことができた　問題提起から
最後の結論まで、筆者の思考の
流れがわかるようになった

論旨のむだな繰り返し、整合性の
欠落などを把握できた

自然と重要度にあわせて、丸の大小
文字の大きさ、矢印の太さなどを

変えることができるようになった　自分
は文章を鵜呑みにしすぎて何も

疑問をいだかなかったんだと気付いた

図に表す作業の流れはつかめてきた

自分なりにどんどんすっきりと図解が
出てくるようになっていると思う　自分の
意見は図解の中に入れるのですか？
どのように入れるのですか？

大学教授のようなすごい人が書いた文章
にでもつっこみどころが見えてきた

図解しなかったら気付かないだろうから
図解はすごいと思った

やはり文章全体を把握し、論理を理解して
いないと正しい図解を作れないんだなと思った

図にしようとするあまり、文中心の図解に
なったり、逆に淡白な図になったりした

最近色々な場面において｢これを図にすると
どうなるんだろう｣｢この場面、この記事など
図に表してみたい｣などと考えるようになった
図解にだんだん慣れてきた証拠だろうか？
質問：キーワードを挙げて図を書くと
似たような単語ばかり使った図解になる
すごく図が見にくい気がする　何か見やすく

なる解決策はありますか？
日本語はすべての基礎になると思う

図形が美しいからといって論理が正しいとは
限らないと思う

自分はこの論文の趣旨を｢国語力が低下した
結果と原因｣はなにかとうた促えた　原因
項目を羅列し把握した　これを視覚的に

図解する方法を考えた

論壇に書いてあることを私は賛成する
うちの大学生が1つの例だ　こんにちは→

こんにちは　になったりしている
著者の主張全てを賛成するのではなく、疑問
も抱えている　国語力低下の問題は三つある
と書いてあるが具体例が欠け、納得できず

“改善すべき点”をどこに繋げていくべきかで
悩んでしまった　図解は奥が深い

この文章の堂々巡りと評価してしまう自信はこと
大学では不安をおぼえる　学術には学術の、
口語には口語のビジネスにはビジネスの

イディオムがあると思うからだ　そのイディオム
を場合によって消さない図解を身につけていきたい


